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「双葉町復興まちづくり計画（第⼆次）」に記載された取組を推
進する上での体制や、今後の課題等を整理しています。 

 

 

Ⅶ章 計画の実現に向けて 



 

 

Ⅶ章 
 
１. 関係

○本計画

いくた

んでい

○いわゆ

効果の

施計画

ってい

 

 

 

 

 

 

 

（１）

○町全

を設

施策

〇町民

制を

○特に

〇町民

を図

（２）

〇「第

クル

〇各施

ると

析し

○また

載さ

 

ＰＤＣ

Plan
取り込

のこと

計画の

係者の連携

画で策定し

ためには、民

いくことが必

ゆるＰＤＣ

の検証を行

画を策定し

いきます。 

関係者の

全体で復興に

設置していま

策を推進しま

民の声を聞

を維持し、町

に、将来の双

民一人一人が

図るとともに

進捗管理

第二次計画」

ルを踏まえた

施策の進捗状

とともに、進

し、改善に努

た、今後の社

された施策

Ａサイクル

n（計画）、D
込むことで、

と。 

の実現

携による計

た取組等を

民間・行政

必要です。

Ａサイクル

い、随時の

、事業主体

の連携によ

に向けた事

ます。この

ます。 

くとともに

町民主体の

双葉町を担

が町の復興

に、町とし

理 

」の策定後

た実施計画

状況につい

進捗が思わ

努めます。

社会情勢や

自体につい

 

ル 

Do（実施）、
プロセスを

現に向

計画の推進

を推進し、

政等の幅広い

 

ルにより、関

の改善を図

体や工程の明

よる計画の

事業を推進す

のような全庁

に、復興町民

の復興を目指

担う若い世代

興の主役です

して、その活

後、その進捗

画を策定し、

いては、定期

わしくない施

 

や町民の意識

いても、必要

Check（評
不断のサイク
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けて

進と進捗管

「町民一人

い関係者の

関係者の連

っていくた

明確化を行

の推進 

するため、

庁的な本部

民委員会な

指します。

代の復興ま

す。事業の

活動を支え

捗管理等の

、随時、見

期的に町民

施策につい

識の変化に

要に応じた

評価）、Actio
クルとし、継

管理 

一人の復興

の連携によ

連携により取

ため、「第二

行うととも

「双葉町復

部体制の下、

など町民が復

 

まちづくりへ

の推進等に当

えます。 

のため、ＰＤ

見直しを行い

民の皆様にお

いては、その

に応じ、この

た見直しを

on（改善）
継続的な改善

 

興」と「町

り、町民の

取組を推進

二次計画」

に、計画の

復興まちづ

、引き続き

復興まちづ

への参画推

当たっては

ＤＣＡサイ

います。 

お知らせす

の原因を分

の計画に記

行います。

の４つの視点

善を推進する

町の復興」を

の力を結集

進するとと

を策定後は

の進捗管理を

くり計画推

き、総合的

づくりに参加

推進を図り

は、様々な場

す

分

記

 

点をプロセス

るマネジメン

を実現して

して取り組

もに、その

は、その実

を適切に行

推進会議」

・横断的に

加できる体

ます。 

場面で連携

スの中に

ント手法

組

の

実

行

に

体

携



 

 

２.  連携

（１）

①国・
〇国・

いま

と連

○また

画の

 

②周辺
〇震災

いま

帰還

○こう

効果

○また

を模

○あわ

組み

（２）

〇町民

推進

〇復興

成を

〇また

企業

 

携・協働 

国・県・

県との連携
県において

ます。町とし

連携をしなが

た、国・県に

の実現に向

辺市町村との
災・事故から

ますが、その

還困難区域に

うした中、周

果的な復興ま

た、広域的な

模索し、双葉

わせて、町民

みます。 

町⺠との

民の思いに根

進していきま

興支援員制度

を併せて推進

た、各種施策

業との協力

主なご意

色々な意

に取り入

これか

議論を

周辺市町

携・協働 
ても、事故

しても、国

がら、「第二

に対しては

けた人材の

の連携・協
らの復旧・

の中でも福

に指定され

周辺市町村

まちづくり

な事務の実

葉町の復興

民が避難し

の協働・⺠

根差したこ

ます。 

度等を活用

進します。

策のより効

・支援体制

 意⾒

意見をまちづ

入れて欲しい

からも双葉町

をみんなで行

町村との連

故・震災から

国や県による

二次計画」

は、必要に応

の確保や長

協働 
復興につい

福島第一原子

れ、周辺の

村等の様々

りの推進を図

実施やサービ

興の更なる加

している自治

⺠間活⼒の

この計画を実

用して、避難

 

効果的な推進

制の構築に取

づくり

い。 

町づくりの

行いたい。
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連携・協働

らの復興を

る広域的な

の実現を

応じ、制度

期的な財政

いては、双

子力発電所

他市町村の

な事例から

図ります。

ビスの提供

加速化を目

治体とも引

の積極的活

実現してい

難先でのコ

進を図るた

取り組みま

働 

を加速させる

な動きにもア

目指します

度拡充、規制

政支援につ

双葉町の周辺

所の立地町で

の復興を追

ら学ぶとと

 

供等、周辺

目指します。

引き続き密に

活⽤ 

いくために、

コミュニティ

ため、様々な

ます。 

Ⅶ

る各種構想

アンテナを

す。 

制緩和等を

ついても併せ

辺自治体も

である双葉

追いかける状

もに、可能

自治体との

。 

に連携を取

、町民と協

ィづくりを

な分野の学

話し

実現

ほし

Ⅶ章 計画の実

想や計画が策

を高く張り、

を求めると

せて求めて

も類似の課題

葉町は、町域

状態となっ

能な限りの

の効果的な連

取り、その支

協働・連携

を担う人材の

学識者・専門

し合ったこと

現に向けて歩

しい。 

実現に向けて

策定されて

、しっかり

ともに、計

ていきます。

題を抱えて

域の 96％が

っています。

の連携をし、

連携・協働

支援に取り

し、計画を

の確保・育

門家・民間

を実行、

き出して

て

て

り

計

。 

て

が

。 

、

働

り

を

育

間



 

 

３.  今後
○経年劣

など、

きませ

○こうし

踏まえ

 

（１）

○第二

けて

アし

○この

する

を行

 

（２）

○双葉

どの

難指

めま

○また

機関

人材

○さら

 

（３）

○長い

てい

ん。

○帰町

につ

どの

から

○双葉

還で

 

 

 

後検討を進
劣化等を含

現時点では

せん。 

した中、次に

えながら、今

帰還計画

二次計画では

ては、今後、

していく必要

のため、今後

るとともに、

行います。 

各種の公

葉町役場、町

の町の公共

指示解除後の

ます。 

た、医療施設

関と協議しな

材の確保も大

らに、上記施

帰町を⾒

い避難生活が

いる町民も多

 

町を迷ってい

ついて、避難

のような支援

ら学びなが

葉町に戻りた

できるよう、

進めるべき
めた各種イ

は見通しが

に記載した

今後時期を

画の作成と

は双葉町の

、具体的な

要がありま

後、帰還に

、新たな町

公共・公益

町立幼稚園

・公益施設

の帰還人口

設、介護施

ながら調整

大きな課題

施設等の配

⾒合わせる

が続く中、

多く、双葉

いる方や、

難指示の解除

援や情報提

ら、検討を

たいと考え

、粘り強く

 

き課題 
インフラの被

が不透明な事

た課題等につ

をみて、そ

と、防災

の復興に向け

なスケジュー

ます。 

に向けた見通

町の状況にあ

益施設の再

園、小・中学

設については

口やその構成

施設等につい

整を進めます

題であるこ

置等を踏ま

る町⺠への

避難先で新

葉町への一斉

町へは帰

除後、当面

提供が必要

を進めます。

えている方が

取り組みま
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被害状況や

事項も多く

ついては、

の方向性を

・避難計画

けた各種施

ールを整理

通しが立っ

あわせた防

再開⽅針の

学校、公民

は、まずは

成を見据え

いても、町

す。その際

とに留意し

まえ、生活交

の⽀援・情

新しいコミ

斉帰還は現

らないと決

の二地域居

となるか、

。 

が、たとえ

ます。 

や、避難指示

く、現時点で

社会状況の

を検討して

画の⾒直

施策の整理

理し、帰還に

ってきた段階

防災・避難計

の整理等

民館・体育館

は施設の被害

えながら、そ

町内の体制を

際、施設整備

します。 

交通の在り

情報提供

ミュニティ

現実的ではあ

決めている

居住の支援

周辺市町村

え子ども・孫

示解除後の

で全ての方

の変化や町

いきます。

し等 

をしました

に向けての

階で、具体

計画の見直

館、図書館

害状況を調

その再開方

をどのよう

備のみなら

方について

の在り⽅

を形成し

ありませ

という方

を含め、

村の事例

孫の代であ

の帰還人口や

方針を決める

町民の意向の

 

たが、帰還の

の課題を一つ

体的な帰還計

直し等につい

館、歴史民俗

調査すると

方針の整理

うにしてい

らず、施設に

ても検討を

⽅ 

あっても、双

やその構成

ることはで

の変化等を

の実現に向

つずつクリ

計画を作成

いて、検討

俗資料館な

ともに、避

・検討を進

くか、関係

に従事する

を行います。

双葉町に帰

成

で

を

向

リ

成

討

な

避

進

係

る

。 

帰
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Ⅶ章 計画の実現に向けて

（４）新規転⼊者の受⼊れに向けて 

○双葉町を再興させていくためには、今後、町内や周辺での就労者等を新たな町民とし

て受け入れていく上での方針を整理するとともに、町の魅力の発信等、その推進方策

の検討を進める必要があります。 

○新規転入者を受け入れ、双葉町に自然に溶け込んでもらうことにより町の再興に繋げ

ていきます。 

 

（５）さらなる復興加速化に向けた取組 

○双葉町の復興は、行政だけでも民間だけでも成しえません。民間と行政との協働によ

り町民の力を結集し、町民主体の復興まちづくりを推進していくための更なる方策に

ついて、検討を進めます。 

○双葉町復興のシンボルとなる事業やまちづくりの存在は、町の魅力を高める上で大き

な役割を果たすと考えられます。 

○例えば、福島県として強く推進している自然エネルギーの活用を取り入れたまちづく

り（スマートコミュニティ）は、福島第一原子力発電所の立地町でもある双葉町の新

たなシンボルとなり得るまちづくりの一つの案であると考えられます。 

 

 

４．今後の計画の⾒直しについて 
○第二次計画では、当面の５年間に特に焦点を当てながら、今後５～10 年程度かけて中

長期的に取り組む町の施策を取りまとめました。今後は、その後の双葉町の復興まち

づくりの進捗や社会状況の変化を踏まえて、遅くとも策定から５年後を目途に計画の

見直しを行い、町民の思いを受けながら、双葉町の復興まちづくりを粘り強く推進い

たします。 

 

 

 

 

 

  

 連携 
協働 

新たな
課題へ
⽴ち向う

 ＰＤ 

ＣＡ 

復興 

実現 
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